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元気よくみこしを担ぐ児童たち

りづくで
唖高普

弘樹事
出
海
小
児
童
が
製
作

十
月
十
九
日
、
出
海
神
社
秋
祭
り
で
出

海
小
学
校
(
矢
野
克
典
校
長
、
五
十
二
人
)

児
童
の
手
作
り
み
こ
し
二
体
が
登
場
し
、

全
校
児
童
が
交
代
で
担
ぎ
な
が
ら
地
区
内

を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

同
校
で
は
毎
年
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
で
作
っ

た
み
こ
し
を
担
い
で
い
ま
し
た
が
、
昨
年

の
秋
祭
り
で
壊
れ
た
た
め
、
今
年
は
本
格

的
な
み
こ
し
を
担
ぎ
、
地
域
の
活
性
化
を

図
ろ
う
と
生
徒
の
ア
イ
デ
ア
で
製
作
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

児
童
達
は
、
約
一
か
月
前
か
ら
出
海
神

社
の
み
こ
し
を
モ
デ
ル
に
し
て
、
図
工
の

時
間
や
放
課
後
に
作
業
を
行
い
、
材
料
は

P
T
A
会
長
の
豊
田
芳
弘
さ
ん
が
提
供
し

た
木
材
を
使
用
し
、
高
さ
約
八
十
三
七
行

M
川
の
み
こ
し
を
二
体
製
作
し
ま
し
た
。

な
お
こ
の
み
こ
し
は
、
毎
年
春
と
秋
祭

り
に
披
露
さ
れ
ま
す
。
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第 3固定例会一一一一

大
谷
口
地
区
道
路

改
修
工
事
な
ど

一
般
会
計
補
正
予
算

平
成
三
年
度
一
般
会
計
に
九
億
三

千
五
百
十
六
万
四
千
円
が
補
正
さ
れ
、

予
算
総
額
は
、
六
十
一
億
六
千
七
百
三

十
八
万
四
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
補
正
さ
れ
た
主
な
使
い
み
ち
は
、

次
の
通
り
で
す
。

一
総
務
費
一
財
産
管
理
費
と
し
て
、
減

債
、
地
域
福
祉
、
土
地
開
発
、
地
域
振

興
、
町
、
づ
く
り
の
各
基
金
積
立
金
を
合

わ
せ
て
一
一
億
六
千
六
百
八
十
万
六
千
円
。

一
民
生
費
}
地
方
改
善
対
策
費
と
し
て
、

大
谷
口
地
区
道
路
改
修
工
事
の
地
方
改

善
施
設
整
備
負
担
金
ほ
か
五
千
九
百
八

十
四
万
円
。

一
土
木
費
一
道
路
橋
梁
費
の
県
営
工
事

費
と
し
て
、
田
町
道
長
浜
保
内
線
、
長
浜

中
村
線
等
の
整
備
に
要
す
る
県
営
工
事

負
担
金
一
立
千
百
万
円
。

第3固定例会

議案説明をする上田町長

議

会

長
浜
町
議
会
第
三
一
凶
定
例
会
が
、
九

月
二
十
五
日
か
ら
二
十
七
日
ま
で
の
会

期
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

今
回
上
程
さ
れ
審
議
さ
れ
た
主
な
も

港
湾
費
の
県
営
工
事
費
と
し
て
、
長

浜
港
湾
改
修
等
の
県
営
工
事
負
担
金
二

億
九
千
八
百
七
十
万
円
。

産
業
展
一
本
館
の

新
築
工
事

請
負
契
約
の
締
結

産
業
再
配
置
促
進
費
補
助
事
業
に
よ

る
長
浜
町
産
業
展
示
館
の
新
築
工
事
は
、

三
千
七
百
八
万
円
で
株
式
会
社
西
田
興

産
と
請
負
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
委
員
に

菅
幸
子
氏
を
選
任

教
育
委
員
の
松
田
上
口
幸
氏
(
豊
茂
・

五
九
)
は
、
平
成
三
年
十
月
一
一
十
六
日

主
ご
い
三
仁
¥
一
二
時
で
任
期
満
了

九
九
一

f
¥
晶
一
一
マ
と
な
る
た
め
、

…
欝
議
す
一
〈
gmy
後
任
に
菅
幸

議

F
b
v
U悲
惨
な
悦
好
子
氏
(
下
須

烹
J
h
一ト~γz
戒

五

九

)

訴
か
に
3

一
七
ヤ
ド
下
れ
似
ν

(

ぺ
一
一
を
選
任
、
議

会
の
同
意
を
求
め
た
結
果
、
満
場
一
致

で
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

の
は
、
平
成
二
年
度
長
浜
町
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
、
長
浜
町
地
域

福
祉
基
金
条
例
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い

て
、
平
成
三
年
度
一
般
会
計
補
正
な
ど

議
案
十
八
件
。

例
月
出
納
検
査
報
告
書
、
学
校
給
食

完
全
実
施
に
関
す
る
陳
情
な
ど
議
会
報

告
案
件
五
件
で
、
議
案
は
い
ず
れ
も
原

案
の
通
り
可
決
さ
れ
、
議
報
告
書
も
受

理
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

監
査
委
員
に

日
高
照
友
民

監
査
委
員
の
西
宮
正
幸
氏
(
長
浜
・

六
八
)
は
、
九
月
二
十
七
日
付
で
辞
任

さ
れ
た
の
で
、
後
任
に
日
高
照
友
氏

(
長
浜
e

五
O
)
を
選
任
、
議
会
の
同

意
を
求
め
た
結
果
、
満
場
一
致
で
同
意

さ
れ
ま
し
た
。

新
議
長
に
和
田
山
氏

副
議
長
に
大
野
氏

長
浜
町
議
会
の
新
し
い
議
長
に
和
田

永
士
口
氏
(
出
海
・
六

O
)
、
副
議
長
に

大
野
異
良
氏
(
戒
川
・
五
六
)
が
そ
れ

ぞ
れ
選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
人
事
は
、
議
会
最
終
日
一
一
十
七

日
の
本
会
議
で
、
二
宮
英
二
氏
が
議
長

の
職
を
、
田
中
定
幸
氏
が
副
議
長
の
職

を
一
身
上
の
都
合
に
よ
り
辞
任
し
た
い

旨
届
け
た
た
め
、
こ
れ
を
承
認
し
て
新

し
い
議
長
、
副
議
長
の
選
出
が
行
わ
れ

た
も
の
で
す
。

ま
た
、
各
委
員
会
の
構
成
替
え
も
行

わ
れ
、
次
の
表
の
通
り
に
な
り
ま
し
た
。

議 長 和田永吉
邑1 議 長 大野虞良

主再我主ξ 貝 Zヱ〉コミ 。両一宮宮正義幸徳 二宮英一 城戸岡政雄 桜田和夫

議会運営委員会 。田中永定幸吉 田宮中堅太郎 菊地儀明 桜中野茂明和田 ← 英 城戸岡政雄 田和夫

背任委日会

総務 。中野茂正明 O二池宮田義政徳治 大野員良 和田永吉
西宮幸

文教厚生 。旧中堅太郎桜O田渡和辺夫久義津田龍雄 一宮英一会
堤正和

産業建設 。菊地儀定幸明 O岡岡孝政志雄 東 信利 日両照友回中 城戸

地域開発会エ事業貝口 。城戸定岡政雄 O日田桜永田吉和夫富池凶政治 日義両照友
特別 田中幸手 西正幸二宮徳

特河辺川ダム対策員 。津田龍雄政 O東桜田信和利夫 日両照友 一宮英一
別委 城戸岡雄

監査委 貝 日向照友

大事前| ・ 衛議 生 手[1田永吉西宮正幸務組合 員

八域幡市浜・大洲組地議区広 和田永吉大野虞良
町村圏合員

大他洲4市か・町喜村多組郡合長議浜員町 和田永吉

住選宅考入委居 者員 田中堅太郎菊池儀明 大野異幸良津田龍雄
和田永吉城戸同政雄西宮正

都市計画審議委員 中野茂明城戸岡政雄二宮義徳 呂英

0副会長。委員長・会長長浜町議会構成表{
和
田
議
長
時
歴
}
昭
和
六
年
八
月
一
一

十
八
日
生
ま
れ
。
団
体
役
員
。
無
所
属
。

一

ぃ

験

鰯

鱒

町

議

四

回

当

J
J
¥一
輪

欝

選

。

副

議

長

臨
機
錦
繍
灘
鰯
機
明
運
搬
轍
一
回
、
河
辺

一一ぺ千
ψ
鱒
一
検
議
川
ダ
ム
調
査

Lyd--~伊
藤

鐘

対

策

特

別

委

縛
鱗
髄
員
長
、
森
林

で
で
組
合
長
。

一
大
野
副
議
長
崎
歴
一
昭
和
十
年
四
月

十
一
日
生
ま
れ
。
農
業
。
無
所
属
。
町

議
三
回
当
選
。

産
業
建
設
委

員
長
、
文
教

厚
生
委
員
長
、

町
土
地
改
良

医
理
事
。

各
施
設
の

再
調
査
を
早
急
に

質
問
:
・
公
共
施
設
の
維
持
管
理
に
つ

い
て
(
日
高
照
友
議
員
)

答
弁
(
町
長
)
・
:
屋
外
運
動
場
の
夜

間
照
明
は
、
町
民
運
動
場
を
は
じ
め
中

学
校
や
各
小
学
校
に
設
置
し
、
故
障
の

ラ
ン
プ
・
安
定
器
に
つ
い
て
は
、
そ
の

都
度
順
次
取
り
替
え
を
行
っ
て
い
る
。

特
に
中
学
校
の
照
明
に
つ
い
て
は
、
種

目
に
よ
っ
て
は
照
度
が
不
足
す
る
も
の

も
あ
り
、
各
施
設
と
も
照
度
を
一
再
調
査
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し
、
不
備
が
あ
れ
ば
順
次
投
光
器
の
増

設
、
取
り
替
え
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
防
球
ネ
ッ
ト
に

つ
い
て
は
、
強
度
計
算
を
し
て
高
さ
を

調
節
し
て
い
る
。
増
設
に
つ
い
て
は
、

そ
の
安
定
度
計
算
を
し
可
能
で
あ
れ
ば
、

嵩
上
げ
の
検
討
を
い
た
し
た
い
。

地
域
@
心
、
、
つ
く
り
の

生
涯
学
習
を

間

質
問
・
:
生
涯
学
習
の
推
進
に
つ
い
て

(
日
高
照
友
議
員
)

答
弁
(
教
育
長
)
:
・
生
涯
学
習
の
推

進
目
標
と
し
て
は
、
一
人
一
学
習
、
一

人
一
趣
味
、
一
人
一
ス
ポ
ー
ツ
、
一
人

一
奉
仕
等
が
あ
る
と
思
う
。
な
お
、
藤

井
社
会
教
育
委
員
長
よ
り
生
涯
学
習
の

ま
ち
づ
く
り
推
進
に
つ
い
て
の
建
議
書

が
提
出
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
を
踏

ま
え
、
長
浜
町
に
ふ
さ
わ
し
い
推
進
体

制
を
作
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

推
進
組
織
に
つ
い
て
は
、
事
業
の
調

整
及
び
推
進
を
図
り
な
が
ら
、
町
ぐ
る

み
で
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
、

住
民
ひ
と
り
一
人
が
地
域
に
目
を
向
け
、

助
け
合
い
と
連
帯
を
深
め
、
互
い
に
生

か
し
合
う
地
域
づ
く
り
・
心
手
つ
く
り
の

た
め
の
生
涯
学
習
の
機
会
を
つ
く
り
、

ハ
l
ド
と
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
積
極
的

に
推
進
体
制
を
整
備
し
て
参
り
た
い
。

質申立

長
浜
の
特
性
と

個
性
を
生
か
し
た

施
設
整
備
を

質
問

i
小
型
船
だ
ま
り
の
進
捗
状
況

と
環
境
緑
地
公
園
計
画
に
つ
い
て
(
日

高
照
友
議
員
)

答
弁
(
町
長
)
・
:
小
型
船
だ
ま
り
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
、
全
体
計
画
の

外
か
く
施
設
延
長
の
出
来
型
が
、
防
波

堤
三
百
M
川
、
物
揚
場
四
百
い
り
川
の
出
来

型
延
長
七
百
M
川
で
、
今
年
度
末
概
成

さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
外
か
く
施
設
延

長
で
の
進
捗
率
は
約
六
十
引
け
ト
と
な
っ

て
お
り
、
平
成
十
二
年
度
に
完
成
が
見

込
ま
れ
て
い
る
。

ま
た
、
環
境
緑
地
の
公
園
計
画
に
つ

い
て
は
、
長
浜
町
振
興
計
画
基
本
構
想

に
基
づ
き
、
水
族
館
に
代
わ
る
水
の
ふ

る
さ
と
館
、
児
童
海
浜
公
園
、
味
覚
観

光
セ
ン
タ
ー
、
緑
地
、
駐
車
場
の
各
施

設
整
備
を
計
画
し
て
い
る
。
こ
の
環
境

緑
地
は
、
今
年
度
末
概
成
し
平
成
五
年

度
の
完
成
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
平
成

四
年
度
に
県
の
指
導
を
得
て
町
と
し
て

の
公
園
計
画
を
要
望
す
る
計
画
で
、
今

年
度
か
ら
要
望
に
向
け
て
の
再
検
討
を

行
う
た
め
の
事
前
調
査
を
担
当
課
に
指

示
し
て
い
る
。
こ
の
公
園
計
画
は
、
環

境
緑
地
用
地
内
に
と
ら
わ
れ
ず
、
隣
接

す
る
海
岸
を
有
効
に
活
用
し
た
海
浜
公

園
を
考
え
て
い
る
。
今
後
は
町
民
の
皆

さ
ん
や
関
係
機
関
、
専
門
家
の
ご
意
見

を
取
り
入
れ
、
長
浜
町
の
特
性
と
個
性

を
生
か
し
た
公
園
整
備
に
し
て
い
き
た

、ν

財
政
や
諸
般
の

情
勢
を
考
え
て

整備が進む小型船だまり

質
問
:
・
教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

(
堤
正
和
議
員
)

答
弁
(
教
育
長
)
・
:
教
員
の
校
下
居

住
に
つ
い
て
は
、
休
日
や
夜
な
ど
地
域

に
教
員
が
ゼ
ロ
に
な
ら
な
い
よ
う
配
慮

し
て
い
る
が
、
道
路
が
整
備
さ
れ
交
通

網
が
発
達
し
車
社
会
と
な
っ
た
現
在
で

は
、
ほ
と
ん
ど
の
教
職
員
が
車
で
通
勤

し
て
い
る
。
な
お
、
百
六
人
の
教
員
中
、

通
勤
者
が
約
七
十
人
、
自
宅
ま
た
は
借

家
が
校
下
に
あ
る
も
の
が
約
一
二
十
人
の

教
員
に
と
ど
ま
り
、
出
来
る
だ
け
校
下

居
住
を
お
願
い
し
て
い
る
。

当
町
の
教
員
住
宅
は
、
柴
と
出
海
に

八
戸
、
櫛
生
に
三
戸
の
計
十
二
戸
で
あ

り
、
入
居
者
は
櫛
生
一
人
、
出
海
一
人

の
二
人
で
あ
る
。
ま
た
、
教
員
住
宅
に

準
ず
る
公
舎
は
、
長
浜
四
戸
、
豊
茂
五

戸
、
白
滝
四
戸
の
計
十
三
戸
で
、
入
居

者
は
、
長
浜
四
人
、
豊
茂
一
人
、
白
滝

一
人
の
計
六
人
で
あ
る
。
最
近
で
は
、

高
級
住
宅
志
向
が
進
み
、
便
利
で
充
実

し
た
設
備
の
よ
い
住
宅
に
住
み
た
い
と

い
う
意
識
が
強
く
な
っ
て
い
る
の
で
、

普
通
の
教
員
住
宅
を
建
て
て
も
、
そ
の

効
果
は
あ
ま
り
望
め
な
い
と
思
う
。
な

お
教
員
住
宅
は
、
補
助
金
が
出
な
い
の

が
現
状
で
あ
り
、
今
後
は
町
の
財
政
や

諸
般
の
情
勢
を
十
分
に
考
え
て
検
討
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

最
低
制
隈
価
格
の

範
囲
で
落
札
決
定

質
問
:
・
町
発
注
の
公
共
事
業
と
備
品

購
入
に
関
す
る
入
札
の
明
朗
化
に
つ
い

て
(
堤
正
和
議
員
)

答
弁
(
教
育
長
)
・
:
今
坊
集
会
所
空

調
設
備
工
事
の
執
行
に
つ
い
て
は
、
四

国
建
築
設
計
事
務
所
の
設
計
書
を
も
と

に
、
町
内
四
業
者
を
指
名
し
、
競
争
入

札
に
よ
り
執
行
し
た
。
な
お
、
最
低
制

限
価
格
の
範
囲
で
入
札
し
た
一
社
を
落

札
者
と
決
定
し
た
の
で
、
不
明
朗
な
こ

と
は
な
い
。

事
業
主
に

協
力
し
て
頂
け
る

体
制
づ
く
り
を

質
問

i
長
浜
町
の
地
震
・
津
波
に
対 老朽化カS進む教員住宅

す
る
防
災
計
画
と
消
防
団
活
動
へ
の
協

力
要
請
に
つ
い
て
(
岡
孝
志
議
員
)

答
弁
(
町
長
)
・
:
九
月
二
日
に
実
施

し
た
地
震
津
波
総
合
避
難
訓
練
に
つ
い

て
は
、
県
を
は
じ
め
、
地
区
住
民
の
皆

さ
ん
等
四
十
団
体
の
ご
協
力
を
頂
き
、

盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
た
。
当
町
で
は
、

こ
の
よ
う
な
大
規
模
な
訓
練
は
初
め
て

で
あ
り
、
訓
練
に
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん

は
、
災
害
に
備
え
て
の
心
構
え
を
少
し

で
も
ご
理
解
頂
い
た
の
で
は
な
い
か
と

田
川
?
っ
。
行
政
と
し
て
も
、
地
域
に
か
か
る
災

害
発
生
の
未
然
防
止
と
災
害
の
軽
減
等
、

ま
た
、
災
害
応
急
対
策
に
つ
い
て
検
討

中
で
あ
り
、
防
災
計
画
に
つ
い
て
県
の

指
導
や
関
係
防
災
機
関
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
、
作
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

消
防
団
活
動
へ
の
協
力
要
請
に
つ
い

て
、
現
在
、
長
浜
町
の
消
防
団
員
数
は
、

三
百
九
十
四
人
で
あ
り
、
こ
の
内
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
の
方
が
半
数
を
占
め
て
い
る
。

災
害
発
生
時
に
お
い
て
、
出
動
人
員
が

少
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
団
長
を
は

じ
め
、
幹
部
団
員
の
皆
さ
ん
も
苦
慮
し

て
い
る
。
こ
れ
は
、
全
国
的
に
も
大
き

な
問
題
と
し
て
、
現
在
、
消
防
庁
が
検

討
委
員
会
を
発
足
さ
せ
て
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
い
か
に
少
数
の

消
防
団
員
で
団
活
動
に
支
障
を
き
た
さ

な
い
よ
う
に
す
る
か
が
、
今
後
の
大
き

な
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
団
員
が
勤
務
中
に
出
動
し
や

す
く
す
る
た
め
に
は
、
園
、
県
、
町
か

ら
企
業
に
対
し
、
文
書
で
協
力
を
申
し

入
れ
る
な
ど
し
て
事
業
主
に
ご
理
解
を

頂
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
、
こ
の
点
に
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つ
い
て
ご
協
力
を
頂
け
る
よ
う
な
体
制

づ
く
り
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問

県
と
協
議
し

質

早
急
に
改
良
を

般

質
問
・
:
県
道
長
浜
中
村
線
の
改
良
工

事
に
つ
い
て
(
岡
孝
志
議
員
)

答
弁
(
町
長
)
:
・
主
要
地
方
道
長
浜
・

中
村
線
は
、
当
町
と
大
洲
市
を
直
結
す

る
主
要
路
線
で
交
通
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形

成
の
上
で
も
根
幹
を
な
す
非
常
に
重
要

な
路
線
で
あ
り
、
主
要
地
方
道
昇
格
以

後
の
改
良
整
備
は
相
当
の
進
度
で
進
め

ら
れ
て
い
る
。
本
線
は
、
全
体
の
改
良

率
で
五
六
・
六
M
N
ト
、
ま
た
、
町
域
内

で
は
五
六
・
九
一
訂
ト
と
回
一
小
レ
ベ
ル
の
主

要
道
の
整
備
率
五
五
・
一
二
引
け
ト
を
上
回
っ

て
い
る
。

肱
川
に
直
接
接
す
る
か
所
に
つ
い
て

は
、
ま
だ
ま
だ
幅
員
が
狭
い
上
見
通
し

も
悪
く
、
歩
行
者
、
車
両
交
通
と
も
大

変
厳
し
い
状
況
に
あ
る
の
で
、
町
と
し

て
も
各
般
の
検
討
を
し
て
い
る
。
更
に

県
と
の
協
議
を
重
ね
早
期
改
良
の
方
向

で
鋭
意
努
力
を
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
c

企
業
誘
致
は

計
画
ど
お
り

質
問

i
晴
海
・
拓
海
工
業
団
地
の
誘

致
企
業
の
進
出
状
況
に
つ
い
て
(
同
孝

志
議
員
)

答
弁
(
町
長
)
:
・
晴
海
工
業
団
地
の

企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
昭
和
電
工
府

地
以
外
は
計
画
ど
お
り
企
業
の
進
出
立

地
が
決
定
し
て
い
る
。
昭
和
電
工
用
地

の
譲
渡
に
つ
い
て
は
、
町
内
外
企
業
三
一

社
(
亀
井
繊
鋼
、
豊
予
海
運
、
岸
本
商

応
)
へ
二
万
七
千
七
百
十
四
平
方
同
州

の
譲
渡
を
終
え
、
残
り
の
約
三
一
万
六
千

三
百
平
方
同
川
の
誘
致
に
つ
い
て
は
、

地
場
産
業
及
び
県
内
外
数
社
と
接
触
中

で
あ
る
。

ま
た
、
拓
海
工
業
団
地
へ
の
進
出
状

況
に
つ
い
て
は
、
県
外
企
業
二
社
を
含

む
二
十
六
社
の
立
地
が
決
定
し
、
現
在
、

十
六
社
が
操
業
し
て
い
る
。
当
団
地
立

地
企
業
に
つ
い
て
は
、
契
約
後
三
か
年

以
内
に
工
場
等
を
立
地
操
業
し
て
頂
く

こ
と
を
原
則
と
し
て
い
る
の
で
、
未
操

業
十
社
に
つ
い
て
も
順
次
立
地
操
業
に

向
け
着
々
と
準
備
を
進
め
て
頂
い
て
い

る
。
町
と
し
て
は
、
今
後
一
日
も
早
い

立
地
操
業
へ
の
指
導
を
行
っ
て
い
き
た

、ν
雇
用
の
促
進
に
つ
い
て
、
晴
海
・
拓

海
両
団
地
の
就
業
者
は
、
約
一
千
二
百 企業立地が進む両工業団地

人
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
約

百
人
の
新
規
雇
用
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
若
者
の
大
都
市
へ
の
志
向
が

強
く
、
企
業
と
し
て
も
苦
慮
さ
れ
て
い

る
。
行
政
と
し
て
は
、
拓
海
工
業
団
地

へ
の
立
地
企
業
に
対
し
、
雇
用
促
進
奨

励
金
等
に
よ
り
、
支
援
す
る
と
共
に
企

業
と
連
携
を
保
ち
な
が
ら
雇
用
の
促
進

を
図
っ
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

国
土
調
査
率

約
四
十
九
計
ト

質
問
:
・
国
土
調
査
に
つ
い
て
(
大
野

異
良
議
員
)

答
弁
(
町
長
)
i
国
土
調
査
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
三
年
に

出
海
地
区
の
調
査
を
実
施
し
て
以
来
、

平
成
二
年
度
の
柴
地
区
ま
で
の
問
、
全

町
内
の
約
四
十
九
日
汁
ト
の
進
捗
率
で
あ

り
、
町
内
全
域
が
完
了
す
る
の
は
、
現

在
の
ベ

l
ス
で
い
く
と
平
成
十
五
年
度

に
な
る
予
定
で
あ
る
。

国
土
調
査
後
の
私
有
地
の
道
に
つ
い

て
は
、
所
有
者
名
義
の
公
衆
用
道
路
と

な
り
、
町
が
管
理
し
て
い
る
路
線
で
所

有
者
及
ぴ
管
理
者
よ
り
申
し
出
が
あ
っ

た
場
合
は
無
番
地
の
道
路
と
な
る
。

さ
ら
に
、
公
図
に
表
示
さ
れ
て
い
な

い
道
で
あ
っ
て
も
、
公
図
を
作
成
さ
れ

た
時
点
で
赤
道
で
あ
り
、
そ
れ
が
明
ら

か
に
表
示
漏
れ
の
場
合
に
お
い
て
は
、

所
有
者
の
承
諾
が
あ
れ
ば
道
と
す
る
こ

と
も
可
能
で
あ
る
。

次
に
、
寄
贈
さ
れ
た
土
地
の
名
義
変

更
に
つ
い
て
は
、
し
ば
し
ば
争
い
が
起

き
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
こ
れ
は
何
分

所
有
者
聞
の
問
題
で
あ
る
の
で
、
町
と

し
て
は
、
関
係
者
同
士
の
争
い
が
起
き

な
い
よ
う
に
出
来
る
限
り
の
指
導
を
し

て
い
る
。

ま
た
、
設
記
名
義
人
が
死
亡
し
た
場

合
は
、
国
土
調
査
で
は
所
有
者
の
変
更

は
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

一
大
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

開
発
地
域
と
し
て

境界説明を受ける調査員

質
問
・
:
白
滝
公
園
の
開
発
に
つ
い
て

(
大
野
虞
良
議
員
)

答
弁
(
町
長
)
:
・
白
滝
公
圏
内
の
飲

料
水
確
保
に
つ
い
て
は
、
地
元
か
ら
飲

料
施
設
の
要
望
が
あ
り
、
所
管
課
に
検

討
・
調
査
さ
せ
た
結
果
、
白
滝
川
を
水

源
と
し
た
場
合
、
上
流
(
本
郷
・
長
尾

地
区
)
に
は
、
居
住
地
や
水
田
が
あ
る

の
で
簡
易
水
道
施
設
を
設
置
し
て
も
飲

料
水
に
は
適
さ
な
い
。
ま
た
、
上
水
道

の
布
設
に
つ
い
て
も
生
活
用
水
と
し
て

の
供
給
が
原
別
で
あ
り
、
投
資
効
果
を

考
え
る
と
こ
の
こ
と
は
慎
重
に
対
処
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
な
お
、

白
滝
公
園
は
長
浜
町
を
代
表
す
る
景
勝
・

観
光
地
で
あ
る
の
で
、
溜
池
周
辺
の
整

備
開
発
に
合
わ
せ
て
、
公
園
内
の
飲
料

水
供
給
施
設
の
整
備
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
滝
の
上
に
あ
る
溜
池
を
活
用

し
た
開
発
計
画
に
つ
い
て
は
、
「
ふ
る活用が待たれる溜池周辺

さ
と
づ
く
り
一
一
十
こ
に
掲
げ
て
い
る

よ
う
に
長
期
的
で
は
あ
る
が
、
滝
の
上

の
一
番
池
・
二
番
池
を
中
心
に
不
動
滝

を
含
め
た
周
辺
地
域
を
開
発
し
、
こ
こ

に
遊
歩
道
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ

1
ド、

キ
ャ
ン
プ
場
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
ボ
l
ト

施
設
、
植
物
園
等
を
整
備
し
て
、
白
滝

公
園
整
爾
と
関
連
さ
せ
た
一
大
レ
ク
リ
ェ
ー

シ
ョ
ン
開
発
地
域
と
し
て
積
極
的
に
推

進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

運
動
公
園
に
つ
い
て
は
、
位
置
や
リ

ゾ
ー
ト
関
係
は
別
と
し
て
、
ぜ
ひ
と
も

第
三
次
開
発
ま
で
に
建
設
で
き
る
よ
う
、

検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。



-5-

'-

年金関係・文芸・当直医

制
麗
雄
選
一
月
間

今
月
は
「
国
民
年
全
位
進
月
間
」
で

すノ。
昭
和
六
ト
今
年
四
月
に
改
正
さ
れ
た

「
国
民
年
金
制
反
」
法
、
す
べ
て
の
国

民
に
共
通
の
年
金
を
支
給
す
る
と
い
う

「
基
礎
年
金
制
民
」
が
導
入
主
れ
、
ま

だ
平
成
一
一
一
年
山
月
か
ら
こ
れ
ま
で
任
意

加
入
だ
っ
た
学
生
も
、
一
一
十
歳
に
な
っ

た
ら
す
べ
て
国
民
年
余
に
当
然
加
入
と

な
る
よ
う
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

今
、
日
本
は
世
界
に
例
を
み
な
い
速

三
で
高
齢
化
が
進
人
で
い
ま
す
。

三
十
二
世
紀
に
ほ
四
人
に
一
人
が
六

十
五
歳
以
上
の
お
年
上
リ
と
い
う
「
超

高
齢
化
社
会
」
を
迎
え
る
よ
と
は
確
実

で
あ
り
、
「
さ
ら
に
安
定
し
た
年
命
制

度
」
へ
の
期
待
が
大
き
く
な
っ
ご
き
て

い
る
と
同
時
に
、
将
来
を
見
据
え
た
制

度
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
徐
々
に
理

解
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
制
ト
肢
が
自
分
の
た
め

だ
け
で
な
く
、
家
族
や
同
国
の
人
、
さ

ら
に
は
次
代
の
人
達
の
た
め
に
助
け
合
っ

て
い
く
年
金
制
山
JC
も
あ
る
こ
と
が
、

ま
だ
ま
だ
理
解
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で

す。
国
民
年
金
制
度
推
進
月
間
で
は
、
川

民
年
金
の
仕
組
み
ゃ
山
川
市
廿
宮
正
し
く
理

解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
町
・
初
会

保
険
事
務
所
が
一
体
と
な
っ
て
広
報
活

動
を
実
施
し
ま
す
。

乙
れ
を
機
会
仁
、
皆
さ
ん
も
年
金
に

つ
い
て
、
今
一
度
考
え
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

な
お
、
聞
は
四
年
金
に
つ
い
て
の
お
問

い
令
わ
せ
は
、
役
場
国
民
午
八
木
係
ま
た

は
最
寄
り
の
社
会
保
険
事
務
所
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い

老
齢
基
礎
年
金
の

繰
り
上
げ
請
求
は

慎
重
に
1

老
齢
基
礎
午
金
は
、
六
十
五
歳
か
ら

受
け
る
こ
と
に
な
っ
℃
い
ま
す
が
、
老

齢
基
礎
午
金
を
受
け
る
安
件
を
満
た
し

た
人
が
六
十
歳
に
な
っ
た
と
き
は
、
本

人
の
希
望
に
よ
り
六
十
五
歳
に
な
る
前

で
あ
っ
て
も
、
繰
り
上
げ
て
請
求
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

操
め
上
司
り
詰
求
を
す
る
と
き
に
辻
、

次
の
山
手
柄
を
充
分
仁
承
知
し
て
お
か
な

け
れ
ぽ
な
り
ま
せ
ん
。

小
一
年
金
額
は
、
絞
り
上
げ
て
請
求
し

た
年
齢
に

ιじ
て
、
表
の
よ
う
な
割
合

で
減
額
さ
れ
ま
す
υ

ま
た
こ
の
炉
、
法
、
六
十
五
歳
以
降
も

変
わ
り
ま
せ
ん
。

②
障
百
基
礎
年
金
ゃ
ん
写
婦
年
会
が
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
c

③
老
齢
厚
庁
へ
共
済
)
年
金
が
六
十

五
歳
に
な
る
ま
で
支
給
停
止
と
な
り
ま

④
遺
放
一
写
生
(
共
出
)
年
余
を
受
け

ら
れ
る
場
台
に
、
じ
れ
ト
五
歳
に
な
る
ま

で
は
、
ど
ち
ら
か
一
つ
の
年
金
し
か
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。

⑤
厚
生
年
金
の
被
保
険
者
と
な
っ
た

と
さ
(
就
職
し
た
と
き
)
は
之
給
停
止

し

r
一
な
り
ま
す
。

⑤
請
求
し
た
後
に
は
、
取
り
消
し
ゃ

変
更
は
で
き
ま
壮
一
ノ
ん
〕

(円一一一一王

議

き

齢

一

一

一

一

げ
と
一
歳
一
歳
一
歳
一

ょ

た

一

0
一
一

2
一

山
主
年
一
6
一
一
6

一

国
民
年
金
の

加
入
期
間
の

延
長
に
つ
い
て

国
民
年
金
は
三
十
歳
か
ら
六
十
歳
未

満
の
方
を
対
象
に
し
て
い
ま
す
が
、
勾

金
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
期
間
(
そ

給
資
格
期
間
)
が
不
足
し
て
い
る
方
ゃ
、

受
給
資
格
期
間
を
満
た
し
て
い
て
も
、

過
去
に
保
険
料
の
未
納
期
間
や
免
除
期

聞
が
あ
る
た
め
年
金
額
が
減
額
さ
れ
る

方
は
、
六
十
歳
か
ら
六
」
i

五
歳
に
令
る

ま
で
の
問
、

M
民
年
金
に
「
任
意
加
?
と

し
て
加
入
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

特
に
年
金
を
受
け
る
た
め
の
小
川
止
期

間
が
五
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
任
意
加
入

寸
る
こ
と
に
よ
っ
て
年
金
受
給
に
結
び

つ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
r

な
お
、
り
生
年
金
や
共
済
年
金
の
加

入
者
や
既
に
老
齢
法
礎
年
金
を
繰
り
上

げ
て
受
け
て
い
る
方
は
、
任
意
加
入
す

る
と
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

加
入
は
申
し
出
た
円
か
ら
に
な
り
ま

す
の
で
、
手
続
き
が
遅
れ
る
と
そ
れ
だ

け
加
入
の
問
問
が
短
く
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
役
場
の
年
金
係
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

1-~曳

か用
り σコ
禁日夕
ぎ重荷『
て仁
し、せ

るむ

)方のみ |兵なと凹
1藤り初丸

片付土E日。~..!f後5 : 00・原員lピ;L21竺土?とゴ J采冨

盟 関臨盟 都主枝
[受石言問] 検玄ヲ~
i … 平成 2年比月・平成;I 

長浜町体育館|午後1 ・ OO~1 :30μ~ ~ ム~! ~ で1
I I r........_... V'-' _.... '-"V3年3月、 6月生まオLI 

午後lω-1:30 I平成時1月時7月生計れ
盟陸自薗

受付時間|検診

午後l: ()0~2:00 700円

午後l: 00~2:00 ! (70歳以上は無料)

~J 
亙J
b司
直

H
出
海
ア
ラ
ラ
ギ
短
歌
会
H

生
き
て
い
る
限
り
は
働
き
杭
け
る
と
老

い
て
も
鍬
を
捨
て

3
り
し
母
木
旧
重
太
郎

台
風
に
蜜
柑
の
ち
ぎ
れ
て
落
ち
し
か
ど

未
だ
残
れ
る
葉
を
喜
び
ぬ西

山

品

千

早
起
き
の
孫
を
抱
き
て
件
つ
橋
は
消
し

き
風
に
木
犀
匂
ふ

国

月 日 当直医院 電話番目一 月 日 ぅ11直匡

11/17 門屋医院 52-0202 12/1 門屋屋

11/23 岡田医院 52-0639 12/8 石村病

11/24菊池医院 52-0209I [診療]救急患者♂

自国

エμ

ブ
不
一
の
算
盤
も
出
で
来
ぬ
亡
き
母
の

賃
余
支
払
細
か
く
主
目
か
れ
て

あ

J

J

九

一

半

見

刺

子

朝
降
る
雨
の
優
し
く
採
り
置
き
し
ス
ト

レ
サ
チ
ヤ
の
花
久
々
に
活
け
る

稲

田

都

ひ
き
び
さ
に
相
兄
し
う
か
ら
の
姥
い
づ

く
を
位
し
く
恩
ふ
な
り
叔
吋
の
葬
り
に

池

田

者

子

/
 

ベゴニア

月?
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人権作文など

延命地藤菩蕗立{象が

有勝文化財に f

戒川の西隆寺にある延命地蔵菩薩立像(彫

刻)が、平成 3年 9月19日、長浜町文化財保

護条例により、長浜町指定有形文化財として

指定を受けました。

この仏像は、高

さ166c皿、頂上か

ら顎まて、27cm、面
ぎ， (がんかんにゅう

巾22c皿、玉眼最入

のー木彫の立像で

あり、室町以降の

地方の仏師の作で

ある。

まえ二、 この 6尺

( 1尺士 30.3c皿)

ぐらいもある一木

彫の仏像は、県内

でも大変珍しい。

私
の
柁
父
は
九
四
才
で
す
。
去
年
、

病
気
で
た
お
れ
入
院
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
そ
し
て
、
だ
い
ぶ
よ
く
な
っ

一
た
の
で
、
車
椅
子
を
買
っ
て
、
退
院

一
し
ま
し
た
。
今
は
、
ほ
と
ん
ど
寝
た

て
さ
り
な
の
で
私
は
祖
父
の
車
椅
子
に

一
の
っ
て
み
ま
し
た
。
遊
び
半
分
で
乗
っ

一
て
い
た
の
で
す
が
、
乗
っ
て
い
る
う

一
ち
に
車
椅
子
を
使
う
人
の
気
持
ち
が
、

J

わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
車

椅
子
に
一
人
で
乗
る
の
は
と
て
も
危

険
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
両
腕
に
、

同
じ
く
ら
い
の
力
を
入
れ
な
い
と
、

ま
っ
す
ぐ
に
進
ま
な
い
の
で
す
。
脱

輸
を
し
た
り
、
ぐ
る
ぐ
る
と
凶
っ
て
、

と
て
も
前
に
は
進
め
な
い
の
で
す
。

近
頃
は
、
全
自
動
の
車
椅
子
も
あ
り

ま
す
が
、
高
価
な
も
の
で
、
あ
ま
り

み
ん
な
が
買
え
る
よ
う
な
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
c

だ
か
ら
、
ほ
と
ん
ど

生とうい 思し言な傷のすよ葉な「あるだの
き思しるテいい葉くつか c うをどあの人と人
てつてのレま気を話け」「とつとあ人を恩は
いて「をピす持聞しるとどはぶ、、、見い
るいテ見で。ちいて言思うしゃ冷あ身てま脱
こまレま、こでたし葉いしなくたの体、す輪
としピし両れ、人まをまていだい人障周。な
をたにた腕が耐はい平す手こけ視、害り車ど
、が出。の Jえ、ま気。をとで線o者の椅の
訴、るはな差てきすで人貸が、で閉じ人子経
えがのじい別いっ o 、のさあイ可、ずやはに験
たんかめ人でるとそ何心なりも冷な互 乗を

ZT?円Zて2悲の気をいましとL平ぎJた
だてこどて と瞳鹿関曹関購摺醐言と刀:ていの

交
通
事
故
、
詐
欺
、
お
ど
し
な
ど
の

犯
罪
の
被
害
に
あ
い
、
警
察
晶
子
検
察
庁

に
訴
え
た
が
、
検
察
官
が
そ
の
事
件
を

起
訴
し
て
く
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
不

満
を
お
持
ち
の
方
の
た
め
に
検
察
審
査

会
が
あ
り
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
下

さ
い
。
費
用
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
松
山
地
方
裁
判

所
大
洲
支
部
内
・
大
洲
検
察
審
査
会
事

務
局
(
二
四

l
二

O
三
八
)
ま
で
。

と
わ
か
り
ま
し
た
c

二
本
の
足
を
手
の

よ
う
に
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
キ
ャ
ッ

チ
ボ
ー
ル
も
、
と
て
も
い
い
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
で
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
握
手

も
す
べ
て
足
で
し
ま
す
。
何
よ
り
も
驚

い
た
の
は
、
自
動
車
を
簡
単
に
運
転
し

轟轟轟轟轟

体
験
を

生
か
し
て

て
い
た
の
で
す
。
一
生
け
ん
め
い
生
き

て
い
る
人
に
、
身
体
の
こ
と
な
ど
を
あ

れ
こ
れ
と
、
言
う
こ
と
が
許
さ
れ
る
で

し
ょ
う
か
。

私
達
の
ク
ラ
ス
に
も
、
似
た
よ
う
な

こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
心
な
い
一
一
斉
葉

に
た
い
す
る
痛
さ
は
大
変
な
痛
さ
だ
と

検察審査会のはたらき

中学一年生

こ
う
。
そ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
友
達

が
い
る
な
ん
で
い
い
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。
し
か
し
、
気
を
付
け
な
け
れ
ば

い
け
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
言
葉
で
す
。
そ
の
け
ん
か
の
途
中

に
、
間
違
っ
た
言
葉
を
使
っ
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
そ
の
人
の
短
所
、
気
に

し
て
い
る
こ
と
は
、
絶
対
に
い
わ
な

い
こ
と
で
す
。
使
っ
て
し
ま
う
と
、

そ
の
人
の
心
を
傷
つ
け
る
だ
け
で
な

く
、
そ
の
人
の
人
生
を
暗
く
す
る
か

ら
で
す
。
明
日
を
な
く
す
る
こ
と
に

つ
な
が
る
の
で
す
。

言
葉
か
ら
、
は
じ
め
た
い
と
思
い

ま
す
。
人
を
傷
つ
け
る
一
言
葉
を
使
わ

な
い
こ
と
か
ら
、
は
じ
め
た
い
と
思

い
ま
す
。
考
え
て
み
ま
す
。
言
葉
に

つ
い
て
。
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衛生関係

脅えは地瞭規模で

行勘1ま是完から

町では、家庭から出る可燃ごみと不燃ごみのほかに粗大ごみを収集しています(不燃ごみの収集日)。

しかし、その中には収集しないものと処理できないものがあります。いま一度表を参考にして正しく出

して下さい。また、物は大切に活用しましょう。

表 1

粗大こ;、み
冷
ン、ン

オ
ミ
レテ
機

ス

濯
、
洗

ビレ
庫
ど

テ

蔵

な

レし

3
口

J

q

I

E

口

電庭家
製

門 ュジど
一

、
な
一

ス
箱
二

ン

た

一

ど

夕

げ

一

な

の
、
一
車

型
/
一
転

小
タ
一
白

類

一

類

旦
(
一
物

家
一
乗

表 2

キ出し方についてのお願い

。不燃物入れドラム缶の横

に整理して出して下さい。

⑨収集日の朝出して下さい。

@表 2のようなものは、収

集箇所に出さないで下さ

し、。

ごみの種類 ごみ の処理方法

大掃除、引っ越し、庭木 燃やすごみ、燃やさないごみに区分して表 3

一時多量 の刈り込みなど の所へ持ち込んで下さい。

i賦 集 ヨラーか

み 大型電気製品、大型家具、 販売庖引き取りか、長浜町不燃物処理場へ持ιー

しない
寝具など ち込んで下さい。 (有料)

高庖、事業所、工場等の 自己処理できないときは、燃やすごみ、燃や

も の 事 業
事業活動に伴う一般廃棄

さないごみに区分して表3の所へ持ち込んで
ーヲ，，'

み 下さい。産業廃棄物は扱いませんので、産業
ιー

ヰタ 廃棄物処理業者に処理を委託して下さい。

処 ま璽 危険物
ガスボンベ、廃油、薬品、

各自の責任で、安全に処理して下さい。
農薬のビン

でを主主 土砂、ガレキ、農機具、
業者引き取り、廃品回収、購入先への下取り適正処理 機械部品、パネ、タイヤ
などに出して下さい。(焼却、破砕ができま

いもの 困難物 チェーン、 ミニノてイク、 せん)
オートパイ

表 3 長官
持ち込みできない方 直接持ち込んで下さい

運搬手段がなく、直接持ち込みでき
燃やすごみ(有料)

ない方は、下記の一般廃棄物処理許可
日曜日を除く毎日 (8: 30~16: 00) 

業者に委託して下さい。
大洲市・長浜町環境センター(大洲市八多喜)

TEL 26 -1615 

許可業者 オーアイクリーン 燃やさないごみ(有料)
(大井庄八) 土・日曜日、休日を除く毎日 (8: 30~ 16 : 00) 
長浜町大字今坊甲1915 長浜町不燃物処理場(焼却場跡)
TEL 52-2739 TEL 52-1529 
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融
和
と
体
力
向
上
を

1
長
浜
地
区

町
民
運
動
会
i

十
月
六
日
、
長
浜
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
、
第
十
九
回
長
浜
地
区
町
民
運
動

会
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
運
動
会
は
、
長
浜
地
区
を
八
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
け
、
地
区
住
民
の
親
善
融

和
と
体
力
の
向
上
を
ね
が
い
豊
か
で
明

る
い
町
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
二
年
に
一

回
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
子
ど
も
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
合
わ
せ
て
約
七
百
人

が
参
加
し
た
。

参
加
者
は
、
コ
ン
ニ
ャ
ク
運
び
ゃ
ぴ

ん
釣
り
競
争
な
ど
、
地
区
融
和
と
体
力

向
上
を
図
り
な
が
ら
、
競
技
に
熱
中
し

パッチリ。ルポ

J

仲
間
一
ア
ィ
ー
が

一
費
で
る
ま
ち
づ
ぐ
り

j
ダ
・
カ

l
ポ
コ
ン
サ
ー
ト
j

音
楽
か
ら
の
ま
ち
づ
く

り
，
引
と
題
し
て
、
九
月

二
十
二
日
、
長
浜
高
校
体

育
館
で
ダ
・
カ
l
ポ
ふ
れ

あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ

ーた。コ
ン
サ
ー
ト
に
は
、
大

ヒ
ッ
ト
曲
「
結
婚
す
る
っ

て
本
当
で
す
か
」
を
は
じ

め
、
数
々
の
名
曲
が
唄
わ

れ
、
詰
め
か
け
た
約
千
人

の
聴
衆
を
魅
了
さ
せ
た
。

ま
た
、
長
浜
・
か
じ
か
・

可司F

た
。
な
お
優
勝
は
、
八
ブ
ロ
ッ

ク
(
三
四
・
三
五
・
一
二
七
・
三
八
・

三
九
・
四
七
区
)
で
し
た
。

木
の
実
コ
ー
ラ
ス
、
長
浜
少
年

少
女
合
唱
団
と
の
共
演
な
ど
、

コ
ン
サ
ー
ト
を
盛
り
上
げ
た
。

4 

曲
滝
白
臨
需
図
域
別

ブ
悶
ツ
ク
が
纏
勝
/
マ

j
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
j

ソーレソーレ

十
月
一
目
、
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

で
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
行
わ
れ
、

二
百
六
十
七
人
が
参
加
し
た
。

競
技
は
、
町
内
四
ブ
ロ
ソ
ク
に
分
か

れ
て
行
い
、
ト
ン
、
ネ
ル
リ
レ
ー
や
二
人

三
脚
な
ど
、
お
年
寄
り
た
ち
は
さ
わ
や

か
な
汗
を
流
し
、
白
滝
、
柴
・
戒
川
ブ

ロ
ッ
ク
が
優
勝
し
た
。

力一杯

ル♂

高齢者の生き方に学ぶ

~高齢者・青年大学交流~

10月13日、町民グラウンドで高齢者・

青年大学の交流会が行われ、約30人が参

力日しアニ。

これは、スポーツなどで交流を深めな

がら、高齢者の生き方を学び、自己の生

き方を振り返ろうと行われたもの。学生

は、ゲートボールなどでお年寄りと交流

を深め、食事会でお年寄りの人生談話に

聞き入っていた。 可F

少し緊張気昧に f

ポ
ニ

l
に
乗
っ
て

健
や
か
に

ー
第
十
回
幼
児
ま
つ
り

i

九
月
二
十
六
日
、
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
三
歳
以
上
の
就
学
前
児
童
を
対
象
に

第
十
団
長
浜
町
幼
鬼
ま
つ
り
が
行
わ
れ
、

幼
児
と
母
親
合
わ
せ
て
約
七
百
五
十
人

が
参
加
し
た
。

幼
児
た
ち
は
、
初
め
て
乗
る
砥
部
動

物
園
の
ポ
ニ
ー
や

ミ
ニ
消
防
車
に
は

し
ゃ
ぐ
一
方
、
き

fE

も
だ
め
し
、
桃
太

ぞ
郎
劇
で
は
、

仏
泣
き
出
す
幼

ま
児
が
で
る
な

L
ど
、
楽
し
い

に
ひ
と
と
き
を

初
過
ご
し
た
。

い

V

若

意気ピッタリイッチニーイッチニー

運
動
金
に
初
登
場

j
長
小
運
動
会
で

お
み
こ
し
か
つ
ぎ
i

九
月
二
十
九
日
、
長
浜
小
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
全
校
生
徒
一
二
百
三
一
十
六
人
と

保
護
者
に
よ
る
運
動
会
が
行
わ
れ
、
今

年
初
め
て
子
ど
も
み
こ
し
が
登
場
し
た
。

こ
れ
は
、
長
浜
の
子
ど
も
を
育
て
る

会
の
行
事
の
一
環
と
し
て
、
生
徒
と
父

兄
が
協
力
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
、
黒

田
、
沖
浦
、
長
浜
A
-
B
四
つ
の
お
み

こ
し
の
登
場
に
一
一
風
変
わ
っ
た
運
動
会

を
楽
し
ん
だ
。

d
喝

ワッショイ f ワッショイ fポニーに乗ってうれしいな
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出
海
の
い
也
野
幸
太
郎
さ
ん
(
五
九

辻
、
九
月
十
パ
目
、
出
海
公
民
紅
で
開

か
れ
た
出
海
地

R
敬
老
会
で
、
手
作
り

の
ツ
L
一
百
三
十
九
本
を
お
年
古
り
全
員

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

尾
野
さ
ん
は
、
「
年
を
と
る
と
一
一
本

の
足
よ
り
、
一
一
一
本
の
足
で
歩
く
方
が
安

全
で
危
な
く
な
い
」
と
思
い
、
一
一
一
、
四

年

前

か

ら

作

り

は

じ

め

、

今

年

の

「

敬

-

、

老

の

日

」

に

全

長

に

贈

ら

れ

た

も

の

で

今

治

シ

テ

ィ

マ

ラ

ソ

ン

す
n

十
月
六
日
、
今
治
城
周
辺
で
打
わ
れ

(
尾
野
さ
ん
の
話
・
:
お
年
寄
り
に
会
、
っ
た
今
治
ン
一
ア
ィ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
、
白

度
に
お
礼
を
-
一
口
っ
て
頂
け
ゐ
。
真
心
を
滝
の
森
川
純
行
さ
ん
一
五
ご
い
か
、
五

こ
め
て
作
っ
て
本
当
に
良
か
っ
た

)

J

H

川
男
子
の
部
(
斗
十
歳
代
)
で
第

八
け
平
成
の
時
代
に
、
お
だ
や
か
・
素
直
で
、
真
っ
す
ぐ

一

⑩

問

問

主

し

三

身

に

つ

け

て

く

れ

れ

ぽ

い

い

な

ぁ

と

名

付

一

亡、

3
1
1
v
け

ま

し

た

一

夫

(

自

分

の

こ

と

だ

け

で

な

く

、

他

人

の

事

や

回

り

の

人

繁

一

-

F
伐

の

事

与

え

ら

璃

示

、

JIl彰晃
一
一
ぷ

一L

J

J

J

D

れ
る
よ
う
な
、
開

3
1
J三
れ

一

二

一

奇

人

間

に

な

っ

て

…

J

V

ぷ

〓

誕

祭

満

期

ま

一

、

2
3

総
轟
轟
鷹
脚

W

J

2
生
一

K
与

一

も

ら

い

た

い

c

一

議

翠

舗

-
F
J

一

t
c
r
巴

議

難

湖

議

議

遡

掴

覇

r

J

k

j

~

ヘ
一
明
日
-

R
パ
J
l
t

ぞ

し

て

、

明

一

¥

時

「

J
盈

6
一

三

川

平

る

く

元

気

な

一

二

;

一

志

γ
一
時
間
一

一

す

付

与

男

の

子

に

育

つ

f
r
j
y
¥
J十
一
樹
前
一

一

一

-

で

い

同

て

く

れ

れ

ば

、

響

Vr〈護
家

臨

ん

町

一

量約干

F
ト
』
そ
れ
だ
け
で
い
際
騒
い
よ
亨
幾
三
一
一
日
総
網
野

王

L

醸
脚
色
込
?
ト
イ
雲
町
議
選
平
一

一

点

引

い

と

思

い

ま

す

c

一

川

護

与

一

E

t

(

父
川
満
規
さ
ん
・
母
リ
サ
ト
ミ
さ
ん
)

尾
野
さ
ん
が
手
作
り

ツ
エ
宵
三
十
九
本

プ
レ
ゼ
ン
ト

出
海
地
区
敬
老
会

一一一一一お知らせ。一歳です⑮ふるさとめくごり

一
一
佳
作
品
入
賞

藤
川
純
行
・
さ
ん

お年寄りにツ工を手渡す尾野さん

一
位
に
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

¥笈

言自
警轟

性
宅
金
融
公
仰
で
は
、
平
成
三
年
九

月
二
十
六
日
か
ら
の
台
風
十
九
号
に
よ

る
災
害
で
住
宅
に
被
害
を
受
け
た
方
に

対
し
て
、
次
の
要
領
に
よ
り
災
害
復
興

住
宅
の
建
設
資
金
、
購
入
資
金

χ
は
補

修
資
余
の
融
資
を
行
い
ま
す
。

一
再
ヱ
付
期
間
一
平
成
三
一
年
十
月
四
日
か

ら
(
災
害
発
生
の
日
か
ら
二
年
間
有
効
)

一
融
資
限
度
額
一

盈
融
・
:
木
造
の
場
合
@
八
百
八
十
万
円
。

耐
火
、
簡
易
耐
火
構
造
・
九
百
九
十
万

円。軒輪
開
院
入
:
・
木
造
の
場
合
・
一
千
瓦
百

五
十
万
円
。
耐
火
、
簡
易
耐
火
構
造
・

一
千
六
百
六
十
万
円
。

中
古
購
入
・
木
造
の
場
合
・
一
千
四
十

万
円
。
簡
易
耐
火
構
造
の
場
合
・
一
千

百
八
十
万
円
。
耐
火
構
造
の
場
合
e

一

千
三
百
六
卜
万
円
。

欄
修
:
・
木
造
の
場
合
・
四
百
九
卜
万
円
。

耐
火
、
簡
易
耐
火
構
造
の
場
合
・
五
百

同
十
万
円
。

一
金
利
一
年
-K-
二
い
引
ト

一
返
済
期
間
一
建
設
・
新
築
購
入
・
:
最

長
一
一
十
五
年
か
ら
一
一
一
十
五
年
ま
で
。
中 一位入賞の森川さん

「一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一-寸
い務 O 公 期支ー最古-l-=--='-.，.....，..，.，，;(_~ ^ .1.，1，---.---- 1. u.J-" ，，，' . 
0 取五庫な問庖受長購| 標高8201:;:の金I11出石守一帯1;;1:， f7Lf 1 
扱一匹iおで」付一て入!園山脈、石鎚、瀬戸内海の島々が一望 h ! 

応二空言戸長罪主主1THoM、問卜句から 2月下旬 ふl
b二又庖し 示ーま長 lしかけては、層雲がごれらの山々を夜 芳三 i
おは♀い し「でて~し、っくし、その荘厳なるす lまらしい景=己マ並) ~ 
問「ちこ た住イ十|観を目のあたりにできる。この会 Lい芸会 1
、イチ Vと銀宅年! 雪 白日
合宅JJは 行金 ま l 現象は、 ~{4if と呼ばれ多くの参拝・観 宇 i
わ金 J? 、 な融 で!光客の甘を楽しませている。 必っ j
せ融)ー住 ど公 : I また、冗日に雲海から浮かび上がる 片コ l
L室主主話事i叩引を見る仁神秘的な聞は めi

五 JJfJf七;iP二語、海Si
二おすんー支援定)予繰十三 I ぷ議 J喰謬鞭聴快轍ぷ晶君曹悪」 山J ! 
l問。の部たをで;定 iJ五十 i欝沿鱒き暴挙輯蝉 霊童空襲撃覆 I 0 i 
ーい ご交、おす卜時広台五門 講評議量一 一一種議今 i 
一合 理通こ願のー亥IJげのキi い J小劇一重量 ~j 

二在日CFド片足!¥-43間民二時弘通 理i
) 、 ごが|ま沿十十ま車空 l議議議謀議長なに、翠韓 ;、選芸評!1i i

1警昨日町時てにi以欝ヘー翠:ペJーペー 事1
0 雪 をれイ半 の今三長るナY }尚尚稗警警 l 
員 おまい 温坊十 i兵熱:7L1 対 付与吟ぺ ι長 引 ! 

? 里明日刊訂i民臨単品ふ返送韓関 ! 
告 し持で どの白通いムL._._..一一一一一一一一一_.=一一一一一一一一一・」

十
一
月
十
六
日
(
士
)
、
ツ
ー
ル
ド

凹
同
組
織
委
員
会
主
催
に
よ
る
、
四
国

四
県
を
日
転
車
で
走
破
す
る
「
ツ

l
ル

ド
・
四
国
」
の
愛
媛
ス
テ
ー
ジ
が
開
催

さ
れ
ま
す
r

ス
テ
ー
ジ
は
、
宇
和
島
i
伊
予
市
の
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第
十
六
回
町
内

走
る
う
犬
舎

さ
ん
の
こ
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

(有j岸本印刷印刷平成 3年11月1日発行

畏浜駅伝競建夫会
12月 8日正午スタート

平成 3年11月号広報ながはま

畏

文
一
演
題
一
「
親
を
見
り
や
ボ
ク
の
将
来

知
れ
た
も
の
」

{
講
師
}
矢
野
欝
男
先
生
(
教
育
実
践

家
、
雷
お
や
じ
の
会
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
)

一
日
時
一
平
成
三
年
十
一
一
月
一
日
(
日
)

午
前
十
時
i
正
午

一
会
場
}
長
浜
中
学
校
体
育
館

12月 8日、長浜一白詰問で第26回

長浜駅伝競走大会が行われます。

この大会は、県内市町村クラブと

交流親睦を深めるとともに、地域の

健康づくり、イ本力づくりに対する意

識の高揚を目的に行われますので、

皆さんぜひ参加して下さν、。

I日時】平成 3年 12月 8 日
正 Jトスタート

Iコース1町一体育館~白滝信号交差
点折り返し(2往復)、 6区間28.8

km(中学生は 8区間)

I参加範囲] 1部・ー・地域対協・クラ
ブ(ー費支)、 2部・・・町内チーム(青

年回、職域クラブ等〉、 3部・・ー高

校生(ノに教管内)、 4部…長浜中学

校生徒

【締切り1平成 3年 11月22日(金〉
詳しくは、長浜町教育委員会(盟

52-1111) まで

(日)

一

聴

講

料

}

無

料

{
主
催
}
長
浜
中
学
校
P
T
A

詳
し
く
は
、
長
浜
町
中
学
校
(
宮
五

一一

I
O
三

O
三
)
ま
で
。

ψ
 結
婚

9
月
の
ト
ッ
プ
は

和
田
英
二
・
美
紀
さ
ん
の
カ
ソ
プ
ル

9
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

住

所

氏

名

婚

掘

時

年

齢

¥

大

洲

市

和

田

英

二

(

二

七

)

/

豊

茂

亀

岡

美

紀

(

二

五

)

¥

豊

茂

寺

田

智

(

一

一

七

)

/
大
洲
市
篠
原
典
恵
(
一
〕
ハ
)

¥

沖

浦

渡

壁

恵

介

(

二

四

)

/
松
山
市
大
岩
美
智
子
(
二
五
)

¥

櫛

生

松

田

裕

之

さ

一

O
)

/
西
僻
附
阿
山
下
加
世
子
(
一
一
八
)

お
誕
生
お
め
で
と
う
刀

イ主

9月長浜町役場届出分(敬称略)

下
須
戒
柴
長

浜

沖

浦柴 9
月
腸
出
分
(
敬
称
略
)続

柄

戸斤

保
護
者
氏
名

浩昭幸快信
幸和彦之康

二
女
真
由
香

長
女
タ
梨
乃

二

男

成

彦

長

女

綾

子

長

女

真

奈

十
一
月
十
七
日
(
日
)
、
町
民
の
皆

さ
ん
の
健
康
と
体
力
づ
く
り
の
関
心
を

高
め
、
参
加
者
の
融
和
親
睦
を
図
る
こ

と
を
日
的
に
、
町
内
走
ろ
う
大
会
が
行

わ
れ
ま
す
。
コ
ー
ス
ほ
、
長
浜
高
校
グ

ラ
ウ
ン
ド

i
須
沢
聞
で
、
午
前
十
時
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
大
会
に
伴
い
町
内
で
の

一
部
交
通
規
制
等
が
行
わ
れ
ま
す
。
皆

同中米上谷
崎川 JII満田

お
〈
や
み

イ主

9
月
崩
出
分
(
敬
称
略
)死

亡
時
年
齢

名

長
、
浜

沖

浦

長

浜
長

浜

長

浜
黒

田柴
出

海

働

生
櫛

生

黒

田
戸万

氏

(
八
七
)

(
一
一
九
)

(
人
四
)

(九一一一)

(
八
二
)

(
九
一
一
)

(
四
五
)

(
七
一
二
)

(
七
五
)

(六一一一)

(
七
六
)

今年も後 2か月。紅葉で賑

わう白滝・秋祭で豊年を祝う

行事や文化祭。 1日からは教

育文化週間・ 3FJは文化の日・

23日は勤労感謝の日でどちら

も昭和23年の制定とあって、

すでに43年を経過した。県ほ

文化県政を打ち出して、昨年

の全国芸術祭実施に続き、今

年も県民総合文化祭が多彩に

繰りひろげられる。俳句王国

の名にふさわしく、 NHKの

俳句会の放映は定着した。 11

月178は子規記念博物館で芭

蕉忌の日俳忽考会。又との月

は宗鑑忌・九薫忌・月舟忌 E

一葉忌・嵐雪忌をはじめ郷土

の俳人石田波郷の忌があるこ

とも文化県にふさわしい。暦

の上では 8日が丘冬で俳句の

季語は冬になる。 9日からは

秋季全国火災予防運動。 11日

は世界平和記念日だが自衛隊

派遣は論議の的。 11月15日は

7・5・3で子女の健全な成長を

願う親心は昔と変らないが、

最近の青少年非行の低年齢化

は減少しない。親や教師の責

任だけを立めることなく、本

田Iが町民あげて取りくむよう

に地道に推進Lて欲しい。親

の姿を見て育つ子女の為に、

共に働き共に語り、郷土を背

負う 21世紀の子た育成に力を

入れて豊かでイギみよい町づく

りを祈念する。

石
丸
喜
代
子

上

田

員

彦

山

崎

正

直

米

国

明

三

福
積
ア
ヤ
コ

大

谷

間

住

加
藤
ふ
み
子

坂

本

市

平

松
本
多
賀
男

斎
践
恵
津
美

森

川

安

造

!尼
名

一
一
集
記
藍

肱
川
嵐
が
身
に
染
み
る
季
節
に
な
り
、

宮
本
さ
に
弱
い
私
は
、
す
で
に
暖
房
器
具

ι身
を
委
ね
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の

季
節
、
火
を
取
り
扱
う
事
が
多
く
な
る

の
で
、
火
元
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
、
鍋

物
の
お
い
し
い
季
節
で
す
。
鍋
と
言
え

ば
、
ふ
ぐ
固
か
さ
を
連
想
し
ま
す
。

(
私
の
偶
人
的
願
望
か
も
:
・
)
当
町
で

は
、
こ
れ
ら
鍋
物
の
材
料
が
豊
富
で
す

の
で
、
鍋
を
閤
ん
で
な
ご
や
か
な
語
ら

い
・
:
な
ん
で
い
か
が
で
し
ょ
う
。
(
私

も
、
語
ら
い
を
し
て
み
た
い
/
)
(
い
)

訂
正
・
:
本
紙
日
月
号
叩
ペ

l
ジ
の

お
誕
生
お
め
で
と
う
で
、
白
滝
・

東
土
口
隆
・
長
男
・
大
貴
は
、
三
男
・
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数

人口をふやしましょう

9月末現在 前月との比較

11，219人 14人減

人口 (男 5，ω人) (男 9人減)
女5，970人 女 5人減

世帯数 3，724世帯 3世帯減

帯世口人


